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14. 幽門狭窄を呈した胃癌の X線学的， 肉眼的およ
び組織学的所見について
古川隆男(千大)
陶門狭窄を呈する胃癌症例はどちらかと言えば進行胃
癌を思わせる印象が深い。そこで陣|門狭窄を呈する胃癌
はどのような臨尿像を呈するかという問題について検討
した。 対象とした症例は昭和 40年 l月から本年 7月ま
での聞に当科で切除した胃癌 578例のうちで，いわゆる
幽門狭窄を呈した 185例につき X線学的・肉眼的および
組織学的検討を加えた。 
15. 肝，阻，蹄疾患における動脈造影所見と胆道造影
所見
渡辺義二(千大)
昭和 40年 I月より昭和 49年 1月までの当科におけ
る肝，胆道，梓疾患の手術症例は 521例である。結石症
が 320例 61.4%と最も多くついで癌腫，炎症性疾患、，良
性腫療と続いている。今回はこれら肝，胆道，体疾患に
対して診断的価値の高い胆道造影所見と動脈造影所見に
ついて検討したので報告した。特に胆道疾患および醇頭
部領域疾患では PTCが診断的価値が高く，また良性，
悪性の鑑別に対しては動脈造影法が有力なる診断法であ
る。 
16. 肝門部術中照射に関する基礎的研究
轟 健(千大)
正常胆管組織の放射線影響，照射野から除外できない
重要臓器への影響を知る目的で家兎を用い，開腹下に肝
門部肝管合流部を中心に直径 2.5cmの tubesを用い 
linacにて 8MeV電子線 1000rad，3000 rad，5000 rad 
10000rad， 1回照射後 l週 2週 4週でと殺し組織学的に
検討した。肝外胆管， 肝臓， 肝動脈， 門脈は 3000rad 
照射群までの変化は軽度かあるいは 4週後には修復され
ている。 5000rad以上の照射群では変化は著しい。 
17. 新生児消化管穿孔の治療に関する研究
永井米次郎(千大)
教室における新生児消化管穿孔は 19例(胃穿孔 13例
小腸穿孔 7例)で 1例死亡，死亡率 58%であった。臨
床経過，検査，剖検所見より検討した結果，チアノーゼ
の存在は予後に密接な関係をもち，また本症においては
穿孔後，かなり早期より敗血症にいたるものと考えられ
た。死亡例については，来院時すで、に高度の脱水に加え
エンドトキシンショックにおちいっており，結局回復し
えずに死亡するものと考えられた。 
18. 同種骨髄移植によるトレランス導入の研究
ーとくに免疫学的検討ー
鈴木盛一(千大)
比重遠心分離法・により免疫担当細胞を除いた骨髄分画
細胞を用い，雑種成犬でキメラを作る事に成功し，現在
最長 460日生存している。これらの犬で，骨髄移植前の 
MLCで，RxDjDは最高 26.5と高く， RDx/Rは 1.-.-
16までさまざまな値を示したにもかかわらず， 全例 
GVHRは起らずキメラ状態は成立している。このよう
に組織適合度に関係なく容易に骨髄キメラを作り得た。
そこでトレランス導入の有無を MLC，細胞障害試験，
腎移植等により検討した。 
18. 胸部食道癌口側浸潤病変の内視鏡的検討 (11)
神津照雄(千大)
食道癌口側浸潤の内視鏡像把握の目的で，主病巣より
口側の病変を小隆起， $:世態様隆起，びらん，その他を平
坦性病変と分類し，この内視鏡!像と同部の病理組織学的
検索を，組織型が廟平上皮癌の切除標本にて行なった。
その結果，口側浸潤の特徴ある内視鏡像を得たが，さら
に診断向上のために，色素剤散布による病変の強調や微
細観察，および上皮下癌浸潤の診断には狙撃性のあるク
レンザー針による穿刺細胞診が有効であることを報告し
た。 
20. 食道癌におけるブレオマイシン有効症例の投与
前判定法に関する研究 
-RIブレオマイシンを用いて一
(第日報)
石川達雄(千大)
食道癌におけるブレオマイシン有効症例を投与前に判
定することを目的として， RIブレオマイシンによる測
定法について検討した。食道スキャンでは，診断的価値
にとどまったが，生検組織でのカウン卜を行なう方法で
は， RIブレオマイシンとしては， 67Ga-ブレオマイシ
ンが適しており，各症例聞の差も大きく認められた。さ
らに動物実験により，担癌マウスを用いて， 67GaBLM 
と BLM， 67GaC12 との比較を行なった。 
21. 小児消化管疾患における組織化学的研究
堀江弘(千大)
ヒノレシュスプルング病および対照例としての機能性腸
閉塞例等よりの手術全層標本 25， 直腸粘膜生検標本 39 
